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下

村

ひ

ろ

し

 

 

下

村

ひ

ろ

し

は

明

治

三

十

七

年

、

長

崎

市

生

ま

れ

。

本

名

は

宏

。

医

学

博

士

。 

昭

和

八

年

「

馬

酔

木

」

に

入

門

し

、

水

原

秋

桜

子

に

師

事

。 

二

十

二

年

、

「

棕

櫚

」

主

宰

発

刊

。

三

十

七

年

、

俳

人

協

会

に

入

会

。

長

崎

俳

人

会

会

長

、

長

崎

県

文

芸

協

会

理

事

な

ど

を

歴

任

し

、

本

県

の

文

化

活

動

に

貢

献

し

た

。 

 

長

崎

県

社

会

文

化

功

労

賞

、

馬

酔

木

賞

、

長

崎

新

聞

文

化

賞

、

俳

人

協

会

賞

を

は

じ

め

多

数

の

受

賞

歴

が

あ

る

。 

 

句

集

に

『

石

階

聖

母

』

『

西

陲

集

』

な

ど

が

あ

る

が

、

故

郷

長

崎

を

こ

よ

な

く

愛

し

、

来

﨑

し

た

師

の

秋

桜

子

や

幼

な

じ

み

の

文

芸

評

論

家

山

本

健

吉

な

ど

を

案

内

し

て

、

原

爆

遺

構

や

島

原

半

島

を

巡

っ

た

り

し

た

。 
下

村

の

句

碑

は

、

諏

訪

神

社

参

道

に

下

村

の

喜

寿

を

記

念

し

て

「

棕

櫚

」

同

人

に

よ

り

建

立

さ

れ

た

。

ま

た

、

秋

桜

子

と

並

ぶ

師

弟

の

句

碑

が

西

坂

公

園

に

建

立

さ

れ

て

い

る

。 


